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こどもおぢばがえりに思う

まいましたよ」と口にしてしまいました。
今から思うと大変失礼なことを申しまし
た。ところが彼女は「いいえ、先生。私
はいいのです」と言うのです。

どういうことかと伺うと、彼女は母子
家庭で子育てに励んでいますが、この日、
午前中にパートの仕事を終えるや否や、お
ぢばに帰りたい一心で東京駅から新幹線
に飛び乗り、電車を乗り継ぎ、たった今、
玄関に到着したのです。「先生、私は行事
に参加できなくてもいい。それよりもこ
こで『○○団○○隊、ただいま元気にお
ぢばへ帰らせていただきました。ありが
とうございました』と子供と一緒に真柱
様にご挨拶ができればそれで嬉しいんで
す。確かに毎日、いろいろと苦労の子育
てです。でも、『真柱様、私たちは元気で
頑張っています』という気持ちでご挨拶
できることが何よりも今の心の支えです」
と満面の笑顔で話してくれました。「今か
らまた東京に戻ります。これで明日から頑
張れます」とおみやげを押し戴くように
受け取ると、子供の手を引き、何度も何
度も振り返りながら玄関を辞されました。
私はその後ろ姿を見送りながら不覚の涙
をこらえることができませんでした。彼女
たち家族がおぢばに「滞在」した時間は
恐らく 1 時間もないでしょう。「こんなこ
どもおぢばがえりがあるのか」と思う一
方で、「いや、これがこどもおぢばがえり
なんだ」と思いました。親元に帰って生
きる元気をいただいて、また国元に帰る。
これこそがその原点だと教えられました。

そのぢばハせかい一れつとこまても
これハにほんのこきよなるぞや（十七号 8）
なんどきにかいりてきてもめへへの
心あるとハさらにをもうな　（十一号 78）

と教えていただきます。さあ、この夏は
どんなおぢばがえりがあるのでしょうか。
今から楽しみにしたいと思います。

今、親里は夏のこどもおぢばがえりに
向けてその準備の真最中です。行事会場の
設営等、帰参する子供たちの受け入れに余
念がありません。今年は特に教祖 130 年
祭の年でもあり、期日が 8 月 5 日までと
一日延長されました。全国各地から一人
でも多くの子供たちの参加が待たれます。

受け入れに際しては様々なスタッフの
ひのきしんがありますが、私自身、ここ
しばらくは、「玄関係」というご用を勤め
ています。ご承知のようにおぢばに着くと
団体、個人を問わず、行事受付をすませ
てから本部玄関へ帰参報告のご挨拶に伺
うことになっています。そこでは本部在
籍者が出迎えをさせていただき、併せて
真柱様からのおみやげをお渡し致します。

「○○団○○隊、ただいま元気におぢばへ
帰らせていただきました。ありがとうご
ざいました !」と子供たちが大きな声で挨
拶をしてくれます。読者の皆さんもご存じ
でしょう。ではこれは誰に対して挨拶を
するのでしょうか？　それはもちろん真
柱様に申し上げているのです。実際に応
対させていただくのは私たちですが、そ
の思いは真柱様に対してです。私たちも

「元気で仲良く楽しんで下さいね」と申し
上げます。これが玄関係の御用です。

ところで、もう 3 年も前の話になりま
すが、忘れられない出来事がありました。
この年も私は玄関係を勤めておりました
が、それは最終日、8 月 4 日夕刻 4 時前
のことでした。「もうすぐ今年のこどもお
ぢばがえりも終わるなあ」と一人感じ入っ
ていると、一人の若いお母さんが 4、5 歳
児の手を引き、赤ちゃんを乗せたバギーを
押しながら玄関挨拶に来られました。「よ
うこそお帰り下さいました」と私。「たっ
た今、東京から帰って参りました」とお母
さん。間髪を入れず私は「お母さん、残
念でしたね。もう行事受付は終わってし
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